
一二
立

}二
要

に

就

い

て

封

本

愛

道

〕
二
玄
三
要
L

の
垂
示
は
、
臨
濟
に
始

つ
た
も
の
で
あ
る
が
、
臨
濟
録
中
に
は
、
唯
墨
起
す
る
の
み
で
そ
れ
に
就

　

　

　

い
て
の
概
念
的
な
布
読
は
な
い
。
之
は
慈
照
の

「
報
禰
諸
方
道
。
三
玄
句
不
分
。
欲
明
親
的
旨
。
膓
月
太
陽
春
」
や

た

　

も

も

も

も

扮
陽
の

コ
ご
玄
三
要
事
難
分
。
得
意
忘
言
道
易
親
。

一
句
明

亙
該
萬
象
。
重
陽
九

日
菊
花
新
L

や
竹
庵

の

「
句
中
難

　透
是
三
玄
。

一
句
該
通
塞
劫
前
。
臨
濟
命
根
元
不
断
。

一
條
紅
線
手
中
牽
」
等

の
頚

に
覗
は
れ
る
や
う
に
、
概
念
的

に
は
分
ち
難

い
も
の
で
あ

つ
て
、

「
玄
」
と
謂
ひ

「
要
」
と
謂
ひ
何
れ
も
語
と
し
て
は
極
度
に
抽
象
的
で
あ
り
、
そ

れ
だ
け
反
面

に
無
限

の
概
念
を
含
む
も
の
で
あ

る
こ
と
を
蓄

へ
て
も
、
了
解
が
出
來
る
や
う
に
思
ふ
。

「
三
玄

三
要
」

の
語
は
、
臨
濟
録

の

上
堂
信
問
。
如
何
是
第

一
句
。
師
云
。
三
要
印
開
朱
織
側
。
未
容
擬
議
主
賓
分
。
問
。
如
何
是
第
二
句
。
師

云
。

妙
解
登
容
無
著
問
。
海
和
孚
負
戴
流
機
。
問
。
如
何
是
第

三
句
。
師

云
。
看

取
棚
頭
弄
偲
偶
。
抽
牽
都
來
裡
有
人

師

又
云
。

一
句
語
須
具
三
玄
門
。

一
玄
門
須

具
三
要
。
有
椹
有
用
。
汝
等
諸
人
作
屡
生
會
。
下
座
。

と
あ
る

「
一
句
語
須
具
三
玄
門
。

一
玄
門
須
其
三
要
」

に
そ
の
出
擦
を
置

く
。
し
か
し
此
の
「
玄
」
「
要
」
の
語
が
何

む

三
玄
三
要

に
就

い
て

(
一
)
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三
玄
三
要
に
就
い
て

(
二
)

を
意
味
す
る
か
、
叉

「
三
玄
」

コ
ご
要
L

と
は
何
と
何
で
あ
る
か
等

に
就
い
て
は
、
以
後

の
示
衆
読
法

の
中
に
も
説

か
れ
て
は
ゐ
な

い
。

「
人
天
眼
目
」

及

「
五
燈
會
元
」

に
は
、

一
句
語
須
具

三
玄
門

の
前

に

「
大
凡
演
唱
宗
乗
」
の

六
字
が
あ
り
、
叉
有
椹
有
用
と
云
ふ
と
こ
ろ
も

「
有
椹
有
實
有
照
有
用
」
と
云
ふ
風
に
な

つ
て
ゐ
る
が
、
果
し
て
言

は
れ
る
や
う

に

「
眼
目
」
や

「
會
元
」
が
、
考
談
的

に
現
行
本

「
臨
濟
録
」

に
封
し
て
相
當
の
椹
威
を
も

つ
資
料
で

　

　

　

あ
る
な
ら
ば
、

「
句
」
は
宗
乗
演
唱

の
言
句
、
帥
ち
言
読
の
句

で
あ
る
と
思
は
れ
る
。

「
玄
」
は
、
強
ひ

て
求
む
れ

ば
臨
濟
録

の

「
道
流
。
把
得
使
用
。
更

不
著
名
字
。
號
之
爲
玄
旨
」

叉

「
把
得
使
用
。
莫
著
名
字
。
號
爲
玄
旨
」
等

　

　

　

も

と
あ
る
玄
と
み
ら
れ
る
が
、
因
に
こ
の
玄
旨

に
就
て
は
、
趙
州
箕
際
語
録

に
、

師
示
衆
云
。
佛

之

一
字
吾
不
喜
聞
。
問
。
和
爾
還
爲
人
也
無
。
師
云
。
爲
人
。
學
云
。
如
何
爲
人
。
師

云
。

不
識

玄
旨
徒
勢
念
静
。
學
云
。
既
是
玄
。
作
籔
生
是
旨
。
師

云
。
我
不
把
本
。
學
云
。
者
箇
是
玄
如
何
是
旨
。
師

云
。

答
禰
是
旨
。も

　

　

と

あ

つ
て
、
玄

は
言
外

に
あ

る
も

の
、

旨

は
言
句

の
内

に
あ

る
も

の
と
指

示

さ
れ

て
ゐ

る
こ
と

を
墾

照

す
れ

ば
、
玄

も

は
言
句

の
相

で
は
な
く
て
、
膿

(
本
分
)
を
意
昧
す
る
語
で
あ
り
、
句
と
の
前
後
關
係
は
玄
-
句
ー
旨
の
概
念
形
式

に
あ
る
も
の
と
考

へ
ら
れ

る
。

「
要
」

の
語
は
、
臨
濟

の
第

一
句
頚
に
三
要
印
開

云
云
と
み
え
る
の
み
で
他

に
は
出

て
來
ぬ
語

で
あ
り
、
こ
れ
の
み
を
屡
考
に
し
て
む
、
そ
れ
が
臨
濟

の
居

た
唐
時
代

に
あ

つ
た
印
章
の
何
か

の
概
念

で

あ
る
か
叉
は
そ
れ
に
拘
ら
す
法
的
意
味
と
し
て
の
臨
濟
の
畿
明
語
で
あ

る
か
、
今
は
明
瞭

で
は
な

い
。
が
そ
の
頚
の
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も

　

意
味
か
ら
み
て
、
そ
れ
が
或

る
は
た
ら
き
帥
ち

「
用
」
に
關

す
る
概
念

を
も

つ
た
語
で
あ
ら
う
こ
と
は
知
ら
れ
、
更

に
想
像
を
加

へ
て
、

一
般

に
海
印
三
味
等
の
言
葉
が
あ
り
叉

「
大
凡
演
唱
宗
乗
」
の
冠
頭
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

　

ら

「
用
」

は
所
謂
大
機
大
用
の
用

で
あ
ら
う
と
考

へ
ら
れ
ぬ
で
も
な

い
。
し
か
し

「
三
玄
三
要
」

の

一
々
の
分
類

に
至

　　

こ

つ
て
は
、
臨
濟
の
垂
示
か
ら
は
ー
i
言
句

の
相
か
ら
嫉
知
る
由
も
な
い
。
或
ひ
は
、
次
の

「
有
機
有
用
」
か
ら
擢
實

　

　

を
玄
、
照
用
を
要
に
關
係
づ
け
て
云
云
す

る
こ
と
が
出
來
ぬ
の
で
も
な

い
が
、
こ
れ
と

て
も
樺
實
が
玄
で
あ
る
等
と

　

云
ひ
得
る
の
み
で
、
玄
が
直
ち

に
権

で
あ

る
1

玄
と
は
権
實
な
b
と
云
ふ
こ
と
に
は
受
取
れ
な

い
。

斯

く
て
、
概
念
的

に
は
此
の
垂
示
は
甚
だ
不
明
瞭
な
も
の
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
之
は
概
念
的
の
限
り

に
於
て
で

あ

つ
て
、
實
は
臨
濟
録

の
全
膿

に
於
て
、
近
く
は

「
三
句
」

の
中
に
於
て
分
明
で
あ
り
、
随

つ
て
古
人
も
此
の
中

で

そ
れ
を
會
得
さ
れ
て
ゐ
た
や
う
で
あ
る
。
之

に
就

い
て
は
、
臨
濟
の
三
句
は

「
眼
目
」
「
會

元
」

に
あ
る
や
う
に
「
問

如
何
是
眞
佛
眞
法
眞
道
。
乞
垂
開
示
f

若
第

一
句
中
(
薦
)
得
。
輿
祀
佛
爲
師
。
若
第
二
句
中
(
薦
)
得
。
與
入
天
爲

師
。
若
第
三
句
中
(
薦
)
得
。
自
救
不
了
」

の

}
段
ー

こ
れ
は
臨
濟
録

で
は
示
衆
の
部

に
み
え
る
ー

に
直
ぐ
績
い

た
も
の
と
し
て
取
扱

つ
た
向
が
多
い
や
う

で
あ

る
。
此
等

に
依
れ
ば
、
三
句
は
何
れ
も
こ
の
三
玄

三
要
に
通
す
る
理

を
も

つ
て
ゐ
る
の
で
あ

つ
て
、
之
を
布
術
し
て
古
人
は
三
玄

三
要
を
種
々
な
方
法
で
敏
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
今
夫
等
に

よ

つ
て
そ
の
内
か
ら
概
念
的
な
も
の
を
抽
象
し
て
み
る
。

先
づ
、
扮
陽
に
依
れ
ば

三
玄
三
要
に
就
い
て

(三
)
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三
玄
三
要
に
就
い
て

(四
)

夫
読
法
者
。
須
其
宗
師
眼
目
。
須
識
玄
門
。
要
殊
維
素
邪
正
。
古
人
道
。
玄
有
玄
路
。
鳥
道
難
通
。

一
語
不
玄
。

流
俗
阿
師

　

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
玄

は
輩
に
語
句
に
關
し
て
の
も
の
で
あ
る
の
み
に
は
止
ら
す
、

「
玄
之
叉
玄
」
と
云
ふ
様

に
藪

段

に
渉

つ
て
受
取
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
が
教

へ
ら
れ
る
。
そ
し
て
此
庭
に
基
げ
ら
れ
た
読
法
者

の
三
條
件
も
、

そ
の
玄

の

一
に
相
當
す
る
も

の
～
や
う
で
あ
る
。
偲
三
玄
と
は
、
彼
は
信

の
問
に
封
し
て
、
第

一
玄
に
は

「
親
囑
飲

光
前
」
第

二
玄

に
は

「
絶
相
離
言
詮
」

第
三
玄

に
は

「
明
鏡
照
無
偏
」

と
云
つ
て
ゐ
る
。
臨
濟

の

「
有
権
有
用
」

が

第

二
玄
第

三
玄

に
關
す
る
こ
と
は
、
之
で
知

り
得
ら
れ

る
や
う
で
あ
る
が
、
今
此
庭

で
は
、
第

一
玄

は

「
理
」
第

二

玄

は

「
智

」
第
三
玄
は

「
用
」
(
行
)
で
あ

る
と
了
解
し
て
置
く
。
次
に
彼

は
之
を
頚
し
て
曰
く

第

一
玄

照
用
同
時
全
。
七
星
光
燦
燗
。
萬
里
絶
塵
煙

第

二
玄

鈎
錐
利
更
尖
。
擬
議
穿
臆
過
。
裂
面
碕
髪
肩

第
三
玄

妙
用
其
方
圓
。
随
機
明
事
理
。
萬
法
禮
中
全

と
あ
り
、
更
に
別
威

に
は

'

第

一
玄

法
界
廣
無
邊
。
森
羅
及
萬
象
。
総
在
鏡
中
圓
。

第

二
玄

繹
愈
問
阿
難
。
多
聞
随
事
答
。
鷹
器
量
方
圓
。

第

三
玄

直
出
古
皇
前
。
四
句
百
非
外
。
閥
氏
問
豊
干
。
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頚

の
眞
意

は
、

凡
庸

の
覗

ふ
と

こ
ろ

で
は
な

い
が
、

二
碩
共

に
理
智
用

の
配

列

で
あ

り
、
初

め

の
も

の
は

「
用
」

的

な
理

智
用

、
あ

と

の
も

の
は

「
相
」

的

な
理
智

用
と

云
ふ
風

に
受
取

れ

る
と
思

ふ
。

「
相
」

的

な

三
玄

の
頚

に
は
、

扮
陽

自
身

之

を
述

べ
て

一
玄

か
ら
順

衣

に
、
直

教
也

、
決

澤
也

、
明
白

也
と

云

つ
て
ゐ

る
こ
と

も
屡
考

と
な

る
。

此

よ

等
を
綜
合

し
て
み

る
に
、
三
玄
と
は
理
智
用
或
ひ
は
理
智
行
の
三
で
あ

つ
て
、
之
は

「
相
」

に
於

て
も

「
用
」

に
於

て
も
通
じ
て
存
在
す
る
玄
門

で
あ

る
乏
云
ふ
こ
と
に
な
る
。
随

つ
て
異

の
詮
法
者
の
三
條
件
と
し
て
墨
げ

ら
れ
た
も

の
も
、
此
の
概
念
を
含

む
こ
と

か
ら
、
夫
等

は
三
玄
の
配
列

に
依
る
も
の
と
會
得
出
摩
る
や
う
で
め
る
。

次
に
、
慈
明
は
三
玄
を
頒
し
て

・

一
玄

三
世
諸
佛
擬
何
宣
。
垂
慈
夢
裏
生
輕
薄
。
端
坐
還
成
落
断
邊

二
玄

怜
利
納
僧
眼
未
明
σ
石
火
電
光
如
是
鈍
。
揚
眉
瞬
目
渉
關
山

三
玄

萬
象
森
羅
宇
宙
寛
。
雲
散
洞
塞
山
嶽
静
。
落
花
流
水
満
長
川

と
云

つ
て
ゐ
る
が
、
之
も
理
智
用
な

る
こ
と
を
示
し
、

「
膿
」
的

な
方
面
を
墨
起
し
た
も

の
、
や
う

で
あ

る
。

衣

に
、
海
會

は
、

「
一
玄
。
繹
奪
光
射
阿
難
肩
。

ご
玄
。
孤
輪
衆
象
撲
。
三
玄
。
泣
向
枯
桑
涙
漣

々
」
と
云
つ
て

三
玄

に
各
々
語
を
置

い
て
ゐ
る
が
、
之
も

「
相
」
的

に
な

つ
て
ゐ
る
だ
け

で
理
智
用

に
憂
り
は
な

い
。

次
に
、
此
の
問
、
所
謂
雲
門
嗣
古
塔
圭
が
あ
多
。

「
爽
山
抄
」
等
に
よ
れ
ば
、
三
玄
を
以
て
艦
中
玄
句
中
玄
玄
中

玄

と
名
け
た
の
ば
、
實

に
此
の
古
塔
圭
で
あ
る
。

「
會
元
」
に
は

三
玄

三
要

(
…就

い
て

(
五

)
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三
玄
三
要
に
就
い
て

(
六
)

饒
州
薦
輻
承
古
繹
師
。
操
行
高
潔
…
…

一
日
覧
雲
門
語
。
忽
然
登
悟
。
自

此
翁
藏
不
求
名
聞
。
棲
止
雲
居
弘
魔
藤

師
塔
所
。
四
方
學
者
奔
湊
。
因
稽
古
塔
圭
也
云
云

と
あ
る
か
ら
、

古
塔
圭
と
は
此
の

薦
輻
の
謂
と
み
ら
れ
る
が
、

其
庭

に
は
三
玄

の
こ
と
は

出
て
ゐ
な
い
。
且
ら
く

「
爽
山
抄
」

に
之
を
み
る
と

魑

み
　
こ
　

三
玄
者
。
林
際
只
云
三
玄
三
要
耳
。
後
來
雲
門
嗣
古
塔
圭
分
之
云
。
騰
中
玄
謄
馳
儲
句
中
玄
朧
厭
謙
嫡
玄
中
玄
儒
縄
鋤
羅

と
あ
る
。
之
を
以
て
み
れ
ば
、

一
玄
は

三
世
諸
佛

の
所
悟
と
あ
る
か
ら

「
理
」

で
あ
り
、

二
玄
は
歴
代
祀
師
所
用
の

語
句
と
あ

る
か
ら

「
智
」

に
相
當

し
、
三
玄
は
三
世
佛
歴
代
頑

の
命
脈
と
あ
る
か
ら

「
用
」

に
相
當
す
る
と
考

へ
ら

も

れ

、

沿
陽

等

に
於

け
る
も

の
と
同
檬

に
見

倣

さ
れ

る
。
と

こ
ろ
が

此

庭

に
爾

一
層

明
確

と

さ
れ

て

ゐ

る
黙

は
、

膿
中

　

　

玄
は
以
下
の
二
玄

に
罫
鷹

し
て
艦
相
用

の
概
念
に
於
け
る
艦

と
し
て
受
取
れ
る
こ
と
、
句
中
玄
は
此
の
意
味
か
ら
相

　

　

と
し
て
の
理
智
用

で
あ
り
乍
ら
同
時
に
語
句
と
限
定
す

る
と

こ
ろ
乃
ち
具
髄
的
な
語
句

そ
れ
自
膿
に
も
三
玄
の
理
が

　

含

ま
れ
て
ゐ
る
こ
と
、
及
び
玄
中
玄
は
用
と
し
て
の
理
智
用

で
あ

る
が

「
大
機
大
用
」

に
も
此
の
理
が
布
術
す
る
こ

と
等
で
あ

る
。
古
塔
主
の
此
の
樹
て
方
に
よ

つ
て
み
れ
ば
、

三
玄
門
の
法
理
は
、
凡
そ
あ
ら
ゆ

る
部
門
を

一
貫
し
あ

ら
ゆ
る
部
門

に
含
ま
れ

て
ゐ
る
無
限

の
概
念
で
あ
る
こ
と
が
知
れ

る
。

「
隙
家
麺
鑑
」

に
は
三
玄
を
叙
し
て
「
膿
中
玄
。
三
世

一
念
等
。
句
中
玄
。
穫
戴
言
句
等
。
玄
中
玄
。
良
久
棒
喝
等
」

と

云
つ
て
み
る
が
、
之
は
語
句
に
關

し
て
具
膿
的
な
も

の
、
三
玄

の
配
列
で
あ
る
。
随

つ
て
言
句
自
膣
に
も
三
玄
の
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表
顯
が
あ
り
、
妙
喜
は
之
を
次
の
如
く
分
類
し
て
示
衆
し
て
ゐ
る
。

作
塵
叉
有
二

種
一。

將
臨

濟

三
玄
雲
門
三
句
一。
逐
レ句
解
説
。

以
偉

燈
廣
燈
粗
師
言
句
一。
各
昌分
門
類
一。
以
二

塵

綾
起
大
地
全
牧

一
毛
頭
師
子
百
億
毛
頭
師
子

現
鑑
大
地
是
箇
解
脱
門
鑑
大
地
是
沙
門

一
隻
眼
若
人
識
ゴ得
心
一大
地

無
寸
土
山
河
大
地
明
暗
色
空
成
是
妙
明
眞
心
中
物
之
類
一。
配
爲
昌膿
中
玄
函
蓋
乾
坤
句
一。
以
下三
脚
縢
子
弄
レ蹄
行
鋸

解
秤
椎
火
裏
螂
瞭

呑
輔天

虫
一文
殊
起
昌佛
見
法
見
一肥
昌向
二
鐵
園
山
一
東
山
水
上
行
北
斗
裏
藏
レ身
凡
語
言
注
解
不
レ得
即

露
占便
道
ヨ蚊
子
上
昌鐵
牛
一無
彌
下
レ指
庭
一。
如
レ此
之
類
。
謂
昌之
句
中
玄
戴
断
衆
流
句
一。
如
下場
著

秤
椎
硬

似
レ鐵
腸
呂破

草
鮭

一赤
脚
走
畿
來
喫
レ飯
困
來
打
レ
眠
山
是
山
水
是
水
行
但
行
坐
但
坐
大
蓋

三
十
日
小
書

二
十
九
上將
昌如
レ此
之
類
一。

謂
昌之
玄
中
玄
随
波
逐
浪
句
噂。
(正
法
眼
藏
三
ノ
下
)

之
に

よ
つ
て
み
れ
ば
、
三
玄

に
配
列
さ
れ
る
句
は
、
夫

々
理
、
智
、
用
の
概
念
を
も

つ
た
も
の
で
あ
り
、
省
此
の
示

衆
か
ら
雲
門

三
句
も
此
の
三
玄

の
理
を
も

つ
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
來

る
。
術
之

に
績

い
て
、
妙
喜
は
、
扮
陽
自
身

三
玄
総
碩
を
三
玄
に
配
當
し
て
ゐ
る
こ
と
を
述
べ
て
ゐ
る
。

此
老
子
明
々
爲
レ爾
指
昌出
臨
濟
骨
髄
一。
却
來
逐
レ句
下
哺解

注
一謂
。

三
玄
三
要
事
難
分
。
是
総
頚
。
得
レ意
忘
レ言
道
易

親
。
是
膿
中
玄
。

一
句
明

々
該
昌萬
象
一。
是
句
中
玄
。
重
陽
九
日
菊
花
新
。
是
玄
中
玄
。
云
云

斯
う

し
た
概
念
を
以
て
臨
濟
録
を
み
る
と
き
、
随

腱
に
三
玄

の
配
列
を
覗
ふ
こ
と
が
出
來
る
や
う

に
思
は
れ
る
。
例

へ
ば
、
冒
頭

に
引
用
し
た
上
堂
に
於

て
之
を
み
れ
ば

三
玄
三
要
に
就
い
て

(
七
)
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三
玄
三
要
に
就
い
て

・

(八
)

一
玄

如

何
是

第

一
句
師

云
三
要
印

開

云
云

…
…
理

、
(
直

敏

)

二
玄

一
句
語

須
具

三
玄

門

云
云

…
…
智

、
(
決

揮

)

三
玄

下
座

:
・…
用

、
(
分

明

)

と

云
、ふ
風

に
考

へ
ら

れ

る
し
、

叉
更

に
そ
の

三
句

に
於

て
も

一
玄

一
句

Q

三
要
印

開
朱
鮎

側

云
云

…
…

理

二
玄

二
句
。

妙
解

豊

容
無
著

問

云
云

…
…
智

三
玄

三
句
。

看
取

柳

頭
弄
俺
偶

云
云

…
…
用

就

中

、
各

一
句

と
も

叉

三
玄

に
分

配
し
、

例

へ
ば

三
要
(
一
玄

)
印
開

(
ご
玄

)朱

鮎
側
(
三
玄
)
と
な

る

や

う

に
思

は
れ

る
。し

か
し
乍

ら

、
臨
濟

が

此

の
三
玄
門

を
墨

示
す

る
所

以

は
、
斯

か
る
語
句

の
解

剖

に
意
を

置

か
し

め

ん
と

す

る
も

の

で

は
、な

い
。
語

句

は
軍

に
名
字

で
あ

6
依
攣

の
境

に
過

ぎ

な

い
。
然

る
を

敢

て
墨

起

す

る
は
、

學

人

を

し

て
眞

正

無
依

の
道
人

た
ら

し

め
、
自

由

の

天
地

に
駆
り

た

て
ん
と
す

る
手
段

と
し

て

ズ
あ

る
の
み

。

此

の
意

味

に
於

て
、
語

句

は

邪

正
を
辮

じ

継
素

を
分

つ
底

の
活
句

た

る

べ
く
、
而

も

正
し

く

三
世
諸

佛

の
所
悟

に
叶
ひ

且

つ
佛
祀

の
命
脈

大

機

大

用

に
依
振

す

る
も

の
で
な

け
れ
ば

な
ら

な

い
。

三
玄

の
垂

示
は
、

此

の
意

味

に
外

な
ら

す
、
随

つ
て
問

答

商
量

に
現

れ

る
臨
濟

の
言

句
は

、
或

ひ

は
椹

實

、
或

ひ
は
順

逆

、
或

ひ

は
縦
横

、
或

ひ

は
輿
奪

、

或
ひ

は

自
在

の
機

用
を
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有
し
、
随

つ
て
言
句

の
意
味
と
し
て
の
定
相
は
な
く
、
そ
れ
の
箕
底
に
至

つ
て
は
臨
濟
と
同

一
個
で
な
け
れ
ば
容
易

に
鵬

の
測
る
こ
と
を
許
さ
な

い
の
で
あ

る
。
此

の
問

の
消
息
は
衣
の
臨
濟
自
身

の
示
衆
に
現
は
れ
て
ゐ
る
と
思
ふ
。

道
流
。
如
諸
方
有
學
人
來
。
主
客
相
見
了
。
便
有

一
句
子
語
。
辮
前
頭
善
知
識
。
被
學
人
粘
出
箇
機
梅
語
路
。
向

善
知
識

口
頭
擬
過
。
看
禰
識

不
識
。
禰
若
識
得
是
境
。
把
得
便
向
坑
子
裏
。
學
人
便
尋
常
。
然
後
便
索
善
知
識
語

依
前
奪
之
。
學
人
云
。
上
智
哉
是
大
善
知
識

。
帥

云
。
彌
大

不
識
好
悪
。
如
善

知
識
。
把
出
箇
境
塊
子
。
向
學
人

面
前
弄
。
前

人
辮
得
。
下

々
作
圭
。
不
受
境
惑
。
善
知
識
便
現
傘
身
。
學
人
便
喝
。
善
知
識

叉
入

一
切
差
尉
語
路

中
搦
撲
。
學
人

云
。
不
識
好
悪
老
禿
奴
。
善
知
識
歎

日
。
置
ハ正
道
流
。
云
蓉

し
か
し
、
今
藪

に
三
玄
門
を
意
味
と
し
て
即
ち
、
「
旨
」
と
し
て
取
扱

は
ん
と
す

る
此
の
小
考
か
ら
す

れ
ば
、
臨
濟

の
三
玄

の
垂
示
は
次
の
や
う
に
跡
づ
け
て
考

へ
ら
れ
る
と
思
ふ
。
帥
ち
、
凡
そ
宗
乗
を
演
唱
せ
ん
に
は
(
一
)
語
句
は

三
世
諸
佛

の
所
悟
に
叶
ひ
(
二
)
邪
正
を
辮
じ
縞
索
を
分

つ
活
句

で
あ
り
(
三
)佛
祀

の
命
賑
大
機
大
用
に
依
篠
す
べ
き

こ
と

、
云
ふ
、

つ
ま
り
語
句
の

「
艦
」

的
な
理
智
用
と
し
て
の
三
玄

(
膿
中
玄
)
と
、
語
句

に

(
一
)
理
的
語
句

(

ご
)
智
的
語
句
(
三
)
用
的
語
句

の
類
別
め

る
を
了
識
す

べ
き
こ
と

、
云
ふ
、
つ
ま
り
語
句
の

「
相
」
的
な
理
智
用
と

し
て
の
三
玄

(
句
中
玄
)
と
、イ
語
句

の
用
ひ
方

に
於
け
る
謂
は

ズ
(
一
)椹
読
(
二
)實
説
(
三
)権
實
不
二
と
云
つ
た
機

用
を
了
識
す
べ
き
こ
と

㌧
云
ふ
、

つ
ま
り
語
句

の

「
用
的
」
な
理
智
用
と
し

て
の
三
玄

(
玄
中
玄
)
i

以
上
の
三

段

の
玄

門
を

具
す

べ
し
と

。
と

こ
ろ

が
更

に
三
玄
門

の
理

か

ら
し

て
、

こ

の
前

後

に
更

に

三
玄

と

し

て

の
條
件

が
あ

三
玄
三
要
に
就
い
で

(
九
)
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三
玄
三
要
に
就
い
て

(
一
〇
)

る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
は
先
づ
(
一
)
須
具
宗
師
眼
目
(
二
)
須
識
玄
門
(
三
)
要
辮
維
素
邪

正
と
云

つ
た

三
玄
と
、
次

に
語
句
の
(
一
)
存
在
論
的
理
解
(
二
)
文
法
的
理
解
(
三
)
債
値
的
理
解
と
云

つ
た
三
玄
と

で
あ
る
。
偲
以

上
を
通
覧
し
て
三
玄
門

は
、
理
智
用

の
各

一
が
膿
相
用

の
三
に
展
開
し
、
更
に
此
等
が
叉
各
三
に
農
開
す
る
帥
ち

「

一
郎
三
」

の
無
限

に
展
開
す
る
概
念
形
式
を
も

つ
た
も

の
で
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
と
思
ふ
。
更

に
之
を
哲
學
的

に

み
れ
ば
三
玄
門
は
、
膿
相
用
が
膿
相
用

に
展
開
し
、
こ
の
展
開
し
た
も
の
が
更

に
夫
れ
と
は
超
越
し
て

(
之
は
次

の

「
三
要
」

に
て
明
白

で
あ
る
)
膿
相
用
と
展
開
す

る
、
即
ち
燈
相
用
の
、
軍
に
李
面
的
で
は
な

く
、
立
膿
的
或
は
幾

何
學
的
な
構
成
概
念
を
も

つ
た
も

の
で
あ
る
と
云
ふ
風
に
理
解

さ
れ
る
と
思

ふ
。

次
に

「
三
要
」

と
は
何
を
意
味
す
る
か
。
沿
陽
は
此
の
問

に
答

へ
て
、
第

一
要

に
は

「
言
中
無
巧
妙
」
第

二
要

に

は

「
千
聖
入
玄
奥
」
第

三
要

に
は

「
四
句
百
非
外
。
審
踏
寒
山
道
」
と

云
つ
て
ゐ
る
が
、
之
は
畢
寛

「
大
機
」

の
諸

相

で
あ

つ
て
、
膿
相
用
と
あ

る
概
念
で
配
列
し
た
も
の
で
は
な

い
か
と
考

へ
ら
れ
る
。
そ
し
て
之
は
次
の
頚

に
於

て

一
履
明
確
と
な

つ
て
ゐ
る
や
う
で
あ

る
。
即
ち
扮
陽
の
三
要
碩

に

第

一
要

根
機
但
亡
絶
膜
兆
。
山
崩
海
端
洒
瓢
塵
。
蕩
鑑
塞
次
始
爲
妙

第

二
要

鈎
錐
察
辮
呈
巧
妙
。
縦
去
奪
來
製
電
機
。
透
厘
十
星

日
光
耀

第

三
要

不
用
垂
鈎
井
下
鈎
。
張
機

一
曲
楚
歌
聲
。
聞
者
鑑
敏
來
返
照

街
、
次
の
慈
明
の
頚
、
海
會

の
語

に
於

て
も
、
同
様
な
配
列
と
し

て
理
解
出
來
る
の
で
な

い
か
と
思

へ
る
。
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要 要 要 要 要 要

曹即
ち

一
要
は
大
機

の
膿
、

若

し
想
像
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、

叙
す
る
と
こ
ろ
の

な

い
か
と
考

へ
る
。

此
の
了
解
が
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、

「
三
要
」
は
大
機
大
用
に
即
し

た
側
で
あ

つ
て
、
之
を

「
三
玄
」
と
封
鷹
す

る
と
き
、
裏

に
相
當
し
、
哲
學
的
の
所
謂
自
畳

に
外
な
ら
な

い
。
随

つ
て
う
之
は
表
顯

の
世
界
に
佳
せ
す
、
爲
に
古

人
も
呼
ん
で
、

一
要

二
要

三
要
と
す
る
の
み
で
あ
る
。
此
の
問
の
清
息
は
、
扮
陽
も
示
衆
中
に

(
問
)
著
力
庭
。
(
師
)
日
。
嘉
州
打
大
像
。
轄
身
庭
。
日
。
陳
府
灌
鐵
牛
。
親
切
慮
。
日
。
西
河
弄
師
子
。
若
人
會

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

得
此
三
句
。
巳
辮

三
玄
。
更
有
三
要
語
在
。
切
須
薦
取
。

三

玄

三
要

に
就

い
て

'

(
一

】
)

壼
話
聖
賢
妙
。
擬
議
渉
長
途
。
擾
眸
七
顛
倒

岸
頭
敲
健
石
。
神
通
自
在
家
。
多
聞
門
外
叫

起
倒
令
人
笑
。
掌
内
握
乾
坤
。
千
差
都

一
照

最
好
精
轟
照

閃
燦
乾
坤
光
晃
耀

爽
路
青
松
老

二
要
は
大
機

の
相
、
三
要
は
大
機

の
用

で
、
換
言
す
れ
ば
、
大
機
ー

照
ー

用
と
な
り

　

所
謂
四
照
用
は
こ
の
第
三
要

の
用

に
あ

る
も

の
と
思
は
れ
る
。

「
慮
家
鶏
鑑
」

に

「
一
要
。
照
卸
大
機
。
二
要
。
照
帥
大
用
。
三
要
。
照
用
同
時
」
も
か
う
し
た
意
味
の
分
類
で
は

(
註
三
)
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三
玄
三
要
に
就

い
て

-

(
一
二
)

と

述

べ

て

、

自

己

へ
の

返

照

を

促

し

て

ゐ

る

。

　

　

　

も

偲
、
輝

に
於
け
る
看
敏

の
態
度
は
、

「
も
の
」
を
そ
の
相
に
於
て
み
る
の
で
は
な
く
、
燈
相
用

の
全
燈

に
於
て
み

る
、

つ
ま
り
、
そ
れ
と
は
超
越
し

て
直
ち
に

「
本
分
」

に
封
鷹

せ
し
め
る
の
で
あ

る
。

禰
欲
識
文
殊
嬢
。
彌
砥
目
前
用
庭
。
始
終
不
異
。
庭
々
不
疑
。
此
箇
是
活
文
殊
。
禰

一
念
心
無
差

別
光
。
腱

々
総

是
眞
普
賢
。
爾

一
念

心
自
能
解
縛
随
慮
解
脱
。
此
是
観
晋
三
昧
法
。
互
爲
圭
件
。
出
則

一
時
出
。

一
即

三
三
即

一

如
是
解
得
。
始
好
看
敏
。

(
臨
濟
録
)

り

　

随

つ
て
此
の
見
方
に
よ
る

「
三
玄

三
要
」
は
、
そ
れ
自
身
活
句
と
し
て
置
か
れ
、
見
腱
も
上
來
と
は
著
し
い
光
彩

を
放

つ
。

「
爽
山
抄
」

に
之
を
み
れ
ば
、

「
句
」

に
註
し
て

「
無
文
彩
。
莫
爲
語
句
會
」
と
あ
り
、

「
玄
要
」

と
は

「
膣
用
及
本
分
見
成
之
義
也
」
と
あ
り
、
或
ひ
は
又

「
三
玄
門
」

に
傍
註
し
て

「
理
致
機
關
向
上
」
と
引
例
す
る
が

　

ら

如
き
、
之
で
あ
る
。

「
玄
」
は
玄
旨

の
場
合

に
分
明

で
あ

つ
た
如
く

「
本
分
」

に
外
な
ら

ぬ
。
而
も
今
墨
起
す

る
と

こ
ろ
、
・即
ち
抽
象
し
來
れ
ば
、
既
に
そ
れ
は
本
來
の

「
玄
要
」

で
は
な

い
。

「
玄
」
と
基
す
。
故

に

「
要
」
が
随

ふ

迄

で
あ
る
。
ま
こ
と
に
三
要
印
開
し

て
朱
黙
側

つ
で
あ
り
、
見
成
の
義

に
外
な
ら
な

い
。
叢
に
於
て
扮
陽
は
三
玄
の

総
碩
中

に
曰
く

「
一
句
明
々
該
萬
象
。
重
陽
九
日
菊
花
新
」

と
。
荷
、
古
塔
圭
は
こ
の
三
玄

三
要
を
三
界

に
展
開
し

萬
象

に
配
當

せ
し
め
次
の
如
く
表
し
て
ゐ
る
。

48



佛
界
ー

}道

道誇
/1＼
菩縁聲
薩畳聞
要要要

乗

i智

麟
/1＼
慧定戒

}畳 圏

畳畜
/1＼
鷹報法

要要要 要要要

學 ・身'

魔
界
1

}
虚
/1＼
要要要
死惑隠
　 　 へ

死惑隠
魔魔魔
)))

!}
幽 霞
/i＼/1＼
要要要 要要要
天外内 僧法佛
　 　 が 　 　 　 　

天外内 僑法佛
魔魔魔 魔魔魔
))))))

生
界
i

以
上
覗
ひ
來
る
と
こ
ろ

に
よ

つ
て
、

「
三
玄
三
要
」
は
概
念
的

に
之
を
言

へ
ば
、

も

　

を

以

て

す

る

根

本

智

に

そ

の

基

範

を

置

き

、

語

句

を

そ

の

「

一
・即

三

三

即

一
」

に

準

撮

し

て

配

列

す

る

形

式

で

あ

つ

て

,

此

の

問

「
大

機

」

の

自

畳

を

反

省

せ

し

め

る

も

の

で

あ

る

と

考

へ
ら

れ

る

。

(
説

U
)
「
輝
家
亀
艦

一
に
は

「
檀
貴
玄
、
照
用
要
」

と
あ

る
。
之
を
以

て
す
れ
ば
、
有
椹

有
用

の
四
字

は
、
三
玄

三
要
を
本
來

の
立
場

か
ら
述
べ
た
批

劃
的

な
説
明
句
で
あ

つ
て
、
之

を
假

に
三
玄

に
配
當

し
て
み
れ
ば

一
旬
語
須

具
三
玄
門

一
玄
門
須
具

三
要
(
艦
中
玄
)
有
擢
有

用
(
句
中
玄
)
汝

等
諸
人
作
歴
生
會
下
座
(
玄
中
玄

)
と
云
ふ
風

に
了
解
さ
れ
る
と
思

ふ

(
註
二
)

後
來
、
農
中
玄
を
以
て
理
中
玄
、
玄
中
玄
を
以
て
用
中
玄

と
す
る
向
も
あ
る
。
爽
山

は
、
此

の
古
塔
主

の
配
列
を
以
て
不
可
と
し
、

蓮
に
玄

中
玄
、
句
中
玄
、
禮
中

玄
と
す

べ
し
と
す

る
。

そ
の
理
由

は

　

三
玄
三
要

に
就

い
て

(
一
三
)

藩

糟

辮

購
ハ糟

騰
三毒

尋

糟

響

[離

(
爽
由
抄
所
見
)

理
智
用
の

コ

即
三
三
.即

一
L
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三
玄
.三
要

に
就

い
て

(
輔
四

)
の

私
推
古
.塔
主
配
當
●
藍

如
從
卑
漸
次
登
高
。

此
蓋
令
知
回
互
也
。
但
林
際

三
句
三
玄

三
要
者
。
從
頓
門
出
漸

次
。

此
令
知
有
自
己
分
也
。

從
頓

門
田
漸
次
者
此
以
下
(後
出

の
謂

)眞
佛
翼

法
眞
道
則
之
也
。
末

云
。
若

第

一
句
中
得
。
與
祀
爲
師
。
第

二
句
中
得
。
興
人

天
爲
師
。

第
三
句
中
得
。
自
救
不
了
c
此
、以
第

一
句
爲
上
。
以
第

二
句
爲
中
。
第

三
句
爲
下
Q
以
此
推
。
第

一
句
帥
玄
中
玄
。
第

二
句
即

句
申
玄
。

第

三
句
即
膿
中
玄
也
。

叉
是
準
沿
陽

三
玄
答

慮
云
云

と
あ
る
か
ら
、
臨
濟

の
家

風
を
算
重
し
て

の
配
列
替

へ
と
云
ふ

こ
と
が
出
來

る
。
即
ち

こ
の
配
列

に
随

へ
ば
、
第

桶
玄

は
三
世
佛
歴
代

祀

の
命
脈

(
刊ノ

)第

二
玄
は
歴
代

祀
所
用

の
語
句
(智

)第

三
玄

は
三
世
諸
佛

の
所
悟
(
理
)
と
な
る
。

と
こ
ろ
が
爽
山

は

「
上
堂
信
問
如
何
是
第

一
句
」

を
註
し

℃
真
佛

言
前
妙
旨
。
即

理
也
。

三
玄
中
張
準
之
。
玄
中
玄
也

た

も

　

と
云

ふ
。
眞

佛
言
前
妙
旨

は
古
塔

主

の
所
謂

三
世
諸
…佛
所
悟

に
外

な
ら
ぬ
と
思

へ
る
が
、

こ
れ
な
ら
ば
、
敢

て
異
動

の
要

は
な

い
。

但
し
彊
準
之

を

と

あ

る

と

こ
ろ

、

見

虎

を
蔓

へ
て

の
こ

と

エ
も

見

ら

れ

る

が

、

之

は
爽

山

の
機

略

で
あ

ら

う

か
。

若

し
、

理

を
玄

中

玄

に
配

當

す

る

ま

」
に

進

め

ら

ば
髄
中
玄
は
用
(
行

)
と
せ

ね
ば
な
ら
な

い
。

此
虎

に
至

つ
て
用
語
が
問
題
と
な
り
、
随

つ
て
最
初

に
古
塔

主
が
如

何
な
る
員
意

で

「
盤

」

「
句
」

「
玄
」
を
塁
起
し
來

つ
た

か
穿
吟
昧

さ
れ

ね
ば
な
ら
な

い
。
何
れ

に
し

て
も
再
考

を
要
す

る
と
思

ふ
。

(
詐
三
)
「
爽
山
抄
」

に
は
三
要

は

「
畢
寛
性
智
行
之
三
也

」一
と
あ
る
。
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